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研究成果の概要（和文）：小児肥満は発達に影響を及ぼすだけでなく、成人後の生活習慣病や心

疾患の罹患率も上昇させる。北海道と東北地方は肥満傾向児の出現率が高い。本研究では積雪

寒冷地域での児童・生徒の体格を検討しようとした。 

これらの結果、山形県の肥満児傾向児の出現率は全国平均を大きく上回った。また肥満傾向

児は低年齢で増加した。居住地域では女とも山形県北部と南西部に多かった。これらの地域は

山岳地に隣接し、寒冷・豪雪地にある。低体力児は都市部に多い。 

 
研究成果の概要（英文）：Childhood obesity , which not only affect children’s development but 

also increases the risk of adult diseases or cardiovascular disease later in life, has become a 

serious problem.  Since the rate of childhood obesity tends to be higher in Hokkaido and 

Tohoku District than other areas, we intended to examine the physical status of children 

residing in cold and heavy snowfall areas.  

In Yamagata, the obesity student’s rate was far higher than the national average. The 

obesity students were increased among earlier ages. A high incidence of male and female 

obesity students was observed in the most northerly and southwest regions, which are 

composed of many depopulated areas and surrounded by neighboring mountains. The 

obesity students who lived in cold and heavy snowfall areas are considered to be influenced 

by climate, temperature and lifestyles in farming hamlet. 
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１．研究開始当初の背景 

文部科学省では、1964 年より運動能力テス

トと体力診断テストからなるスポーツテストを実

施しており、1998 年より新体力テストに改正さ

れて毎年実施されている。それらの推移によ

ると、子どもの体力低下が続いていることが指

摘されている。また、新体力テストに関連する

要因として、運動スポーツの実施頻度、実施
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時間、運動やスポーツクラブへの所属、主観

的健康感と朝食の欠食が指摘されている。ま

た、子どものころの運動習慣は高齢になった

際の運動機能との関連が強いことも報告され

ており、子どものころの運動習慣の重要性が

示唆されている。国外での調査では、児童の

肥満対策として運動を取り上げている研究が

多く、子供の運動習慣には親の運動習慣が

影響すること等の報告がみられる。このような

なかで、当研究は、定期的に行われている新

体力テスト測定値を丁寧に分析し、関連する

要因を明らかにすること、また、過去の研究で

関連するといわれている生活習慣を、今後新

体力テストとあわせて調査することによって、

生活習慣との要因について明確にすること、

また、モデル的に児童の健康増進対策につ

いて提言できることを目的としており、先行研

究の蓄積を元に多角的に調査すること、かつ

対策に結びつけるための基礎資料である。 

また、子どもの肥満、喫煙に関する先行研

究では、原因の探索に焦点をあてた研究、生

活習慣や運動習慣の改善を目的とする保健

指導の報告、肥満児と非肥満児との生活習慣

や子どもを取り巻く環境、子ども自身の健康に

関する認知の比較などが報告されている。し

かし、いずれも断片的な報告であり、子どもの

保健指導の全体像をとらえる段階には至らず、

効果的な保健指導の知見は得られていない。 

本研究は、この点に焦点をあてており、肥

満児童の判定基準、保健指導の内容、保健

指導の評価方法などの実態解明に基づき、

子どもに対する効果的な肥満ならびに喫煙防

止に関する保健指導のプログラムを開発する

ための基礎資料を提供する。 

 

２．研究の目的 

成長期にある児童・生徒・青少年の生活ス

タイルが変化し、それに伴い、児童生徒の健

康状態の問題点、体力、運動能力の二極化

が論じられ、少子高齢化問題と並んで今後の

我国の社会基盤の崩壊が危惧されている。こ

れらの問題の解決策を地域教育文化学部と

医学部看護学科の教員が学際的研究を行う。 

そこで、山形県内の児童生徒の健康状態や

体力などの実態調査をしつつ、児童・生徒の

健康増進・体力強化プログラムを作成する。ま

た学校教育における保健指導内容の改善策

を策定するとともに、特に食育の指導改善に

寄与する。 

ところで、我国の学校給食の始まりは明

治２２年山形県鶴岡市であることや、一昨

年山形五小が全国学校体育研究最優秀校に

選ばれた。これらのことは山形県において、

食育や健康体力づくりに対する社会環境基

盤が備わっていることを示している。さら

に、平成 17 年度より山形大学教育学部が

「地域教育文化学部」に改組し、食環境デ

ザインコースが新たに設置され、「栄養教

諭」が養成されることになった。これを機

会に地域における山形大学の英知を生かし、

近年児童を取り巻く健康体力問題について

総合的に研究しようとするものである。そ

こで、具体的には以下の 3 つの研究領域か

ら検討する。 

(1)体力：山形県における 7 歳から 12 歳の児

童の身体、体力に影響する国や地域の特徴、

経年的影響、体力測定値同士の相関関係、

体力に影響する生活習慣について明確にす

る。また、体力を児童生徒の体力を増進させ

るためのプログラムを介し、児童の体力を増進

するための基礎資料とする。 

(2)保健指導：子ども保健指導のなかで特に

子どもの肥満対策と喫煙防止対策に焦点を

あてる。肥満対策では、肥満判定する基準、

保健指導の内容、保健指導の評価などを明

らかにする。また、肥満を形成する要因を

改めて整理し、学校保健における効果的な



 

 

保健指導のプログラムを提案する。 

次に、喫煙防止対策では、全国的に未成

年者の喫煙防止の取り組みが進む一方で、

未成年者の喫煙者が増加している要因を解

明する。広がりをみせる学校の敷地内禁煙

が実質を伴っているのかどうか、児童・生

徒、教職員、保護者に対する保健指導の内

容と評価、学校周辺地域の環境の実態を把

握し、効果的な未成年者の喫煙防止対策に

ついて提言する 

(3)食育：食構造の変化や生活習慣の乱れに

よって、生活習慣病罹患者の若年化および

罹患者数の増加が問題となっている。これ

を是正するためには、幼年期からの食育が非

常に重要なものとなってくる。それをふまえ

「食育基本法」が施行され、平成 17 年度から

は栄養教諭の養成配置が開始された。 

山形県においても「肥満傾向児」の増加、

10 代女性の「やせ志向」、子どもの食の乱れ

が問題となっている。このことから県内の多く

の小中学校において、総合学習やTT を活用

した「食育」が盛んに実施されるようになってき

ている。しかし、栄養士配置の有無、給食の方

式（センター又は自校）、栄養士の訪問回数

などにより「食育」の内容や回数に格差が

生じているのも現状である。 

そこで、本研究において、山形県内の給

食および食育の実態を明らかにした上で、

具体的な食育の実施方法や給食の活用方法

などを立案実施し、栄養士未配置校におい

ても「食育」が実施できるようなネットワ

ークを構築する。これによって山形県にお

ける「食育」を行う人材の養成およびレベ

ルアップが期待できるとともに、子どもの

食に対する意識や知識が向上することが考

えられる。 

 

３．研究の方法 

(1)児童の体力の実態調査 

新体力テストになってから今日までの新体

力テストの測定結果を用いて経年的に分析を

行う。また、新体力テストにて聴取している生

活習慣と体力測定値の関連、測定値間の関

連について分析を行う。さらに国内外で子ども

の健康、体力に関する文献レビューを行い、

子どもの健康、体力に関連する生活習慣につ

いて質問紙項目を検討する。さらに県と連携

し、県内で子どもの健康、体力増進のための

事業の企画と測定項目について検討を行う。 

（２）保健指導について 

小学校を中心に、子どもの肥満対策として

の保健指導の実態を把握し、効果的な保健

指導プログラムを提案する。 

（３）食育について山形県内の全小学校お

よび中学校を対象に、給食の実施状況およ

び食育の実施状況についてアンケート調査

を行う。調査項目は、給食実施状況につい

ては、給食形態（完全・補食・ミルク、センタ

ー方式・自校方式）、職員（栄養士配置有

無、未配置校への訪問回数、調理員数）、

食育実施状況については、実施方法（TT、

栄養士、外部講師による講演等）、実施回

数、実施内容である。 

 
４．研究成果 

(1)児童の体力の実態調査 

新体力テストになってから今日までの新体

力テストの測定結果を用いて経年的に分析を

行なった。また、新体力テストにて聴取してい

る生活習慣と体力測定値の関連、測定値間

の関連について分析を行なった。さらに国内

外で子どもの健康、体力に関する文献レビュ

ーを行い、子どもの健康、体力に関連する生

活習慣について質問紙項目を検討した。 

（２）保健指導について 

小学校を中心に、子どもの肥満対策として

の保健指導の実態を把握し、効果的な保健

指導プログラムを提案する。また、咀嚼指導の



 

 

実態調査を加えた。 

（３）食育について 

山形県内の全小学校および中学校を対象

に、給食の実施状況および食育の実施状況

についてアンケート調査を行う。調査項目は、

給食実施状況については、給食形態（完全・

補食・ミルク、センター方式・自校方式）、職員

（栄養士配置有無、未配置校への訪問回数、

調理員数）、食育実施状況については、実施

方法（TT、栄養士、外部講師による講演等）、

実施回数、実施内容である。 

これらの結果、咀嚼指導では医療関係者が

直接指導するだけでなく、小学校の教員が主

体的に指導することの重要性が指摘された。

また、児童生徒における体格と体力の検討を

肥満児と低体力児についての地域差を調べ

た。肥満児は男女とも山形県北部と南西部に

多かった。これらの地域は山岳地に隣接し、

寒冷・豪雪地にある。低体力児は都市部に多

い。 
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